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   Two cases of retroperitoneal teratomas were recently experienced in our clinic. 
   The first case was a 25-year-old female with the complaint of a palpable mass in 
her left hypochondrium, who was successfully treated with total extirpation. The 
histologic diagnosis was a complex dermoid cyst. 
   The second case was a presacral teratoma, and the patient was a 14-month-old 
male complaining of complete urinary retention and constipation. The tumor was not 
able to be extirpated, and the patient was treated with marsupialization. The histologic 
diagnosis was a teratoid mixed tumor. 
   The literature of retroperitoneal teratoma was reviewed.
後腹膜腫瘍はMorgagni(1761)の後腹膜脂
肪腫に関する報 告が最初 で,そ の後Lobstein
(1829)が始め て後腹膜腫瘍 なる名称 を用 い,
横 隔膜 より骨盤無 名線に至 る間の後腹膜壁 に発
生 し,こ の部に存 す る諸臓器 と関係 のない腫瘍
であると定義 した.爾 来数 多 くの報告があ り,
本邦 に於 いても今(1902)の報告以来300余例
に達 し,こ の中後腹膜奇形腫は私の調 べた限 り
では,本 症例 も 含めて90例 を数 え得 る(第1
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糖(一),ウ ロビリノーゲン正常.沈 渣 では赤血球


































1)発生頻度:後 腹膜 腫瘍 は比 較的稀な疾患
とされてお り,Ehlerseta1.(1959)は1947
年か ら1957年まで の入院患者79,127例中後腹膜




後腹 膜 腫瘍 の 中で 奇形腫 の 占める 頻度 は,
G6bel1(1901)によれ ば80例中4例 で5.0%,
Donnelly(1946)によれ ば95例 中9例 で9,5
%,更 にJohnsoneta1.(1954)によれ ば72
例中4例 で5.6%である.併 し安藤(1959)の本
邦 に於け る1904年か ら1957年までの統計に よる
と後腹膜 腫瘍334例中奇形腫は74例,即 ち22.2
%で,肉 腫78例に次い で第2位 を占め,海 外 の
統計 とは趣 の異 つた結果 が出てい る.
2)発生部位:Palumboeta1.(1949)は
58例の後腹膜=奇形腫を集め2:1の 害1瞼で左側
に多 いと述べ てい るが,Lexer(1900)はこの
事実 を胎生学 的に詳 し く説明 してい る。私 の本
邦文献 よ り集め得 た統 計で も,右 側25例,左 側

















































































































3)年 令:本 腫瘍は先天性 であるため に一般
に幼 児に多 く,Palumboetal.(1949)の統
計で も1才 未満が30%,10才以 下が55%,10
才 代が10%,20才代が25%,30才以上 では10%
となつてお り,半 数以上が10才以下 であるが,
20才代に第2の 上昇が見 られ る.私 の本邦にお
け る統計 でも 同様 の 傾 向を 示 して いる(第2
表)
4)性 別:一 般 に女に梢 々多 いといはれてお
り,私 の統計 で も男37例,女51例となつ てい る
(第2表)Palumboeta1.(1949)も男43
%,女57%と い う結果 を出してい る.
5)症状:腫 瘤触知及び腹部膨隆が最 も多 く
見 られ る病状 で,腫 瘍が小 さい時 には殆 んどの
場合全 く無症状に経過 す る.Chuteetal.(19
53)は初期症状 と して,腹 部不 快感,食 思不
振,曖 気,溜 飲,下 痢,便 泌等 の不 明瞭 な症状
を挙 げ,こ のため 屡 六診断 に 迷 うと述 べてい
る.腫 瘍の増 大に伴つ て周囲諸臓器を圧迫 し,
これ に相当す る症状が 現 われて くるがBrown
andBrown(1950),Talbot(1959)などは私
の第2例 の如 く,後 腹膜奇形腫 に よつて完全尿
閉を起 した症例 を報告 してい る.
6)診 断:正 確 に後腹膜奇形 腫の診断 を術前
に下す ことは極 めて困難で ある.術 前又は生前
に後 腹膜奇形 腫 と診断 し得 た ものは,本 邦文献
上10例を数 えるに過 ぎない.Campbe11(1933)
は4才 以 下の小児 にて其 の側腹部に大 きな充実
性の腫瘤 を触 れた場合,腎 腫瘍 と診断 され る こ
とが多いが,腎 外 腫瘍 では通常 尿に異常 な く,
尿所 見の有無 が鑑 別上重要 な手掛 りになると述
べ,更 に レ像に於 ける骨 陰影 は直 ちに奇形腫 を
示唆 する ものであ ると述 べてい る。本邦報 告例
に於 て も,す べて この骨陰影が診断 を確定す る
きつかけ となつてい る.Schulte&Emmett
(1939)は腎孟 レ線撮 影 によつ て112例の後腹膜
腫瘍 中72.5%に腎孟或 は尿管 の位置 異常 を見 て
お り,こ れが腹腔 内腫瘍 か,後 腹膜 腫瘍かを鑑
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別す るの に重要 な所見であ ることを強調 してい
る.又Chuteeta1.(1953)は胃腸管 レ線撮
影は消化管 の腫瘍を除外 し得 るので価値が ある
と述 べている.鑑 別すべ ぎ疾患 として,Ehle-
rsetal.(1959)によれば,水 腎症,嚢 胞腎,
腎腫瘍,腎 周囲膿 瘍等の腎疾患及 び肝臓 の腫瘍
或は嚢腫,脾 腫,卵 巣腫瘍,膵 臓嚢腫,腸 間膜
腫瘍,胃 腸管の腫瘍,尿 膜管嚢腫等 の腹腔内腫
瘍がある.
7)治療:手 術的療法,放 射線療法及び化学
療法 の三つがあるが,唯 一の根治療法は,い う
までもな く全捌除術 である.私 の 第2例 の如
く別除術に耐 え得 ない 場合 には,一 時造袋術
487
(Marsupialization)を施行 して腫瘍に よる周
囲臓 器への圧迫 を除 き.根 治手術 に耐え得 る様





化 の見 られない場合で も,臨 床的 には屡 々再発
や転移 をす るので予後は一般 に不良 であるとい
つ てい る.私 の統計に よれ ば,そ の全死亡率は
38.996,手術死亡率は32.1%であ る.特 に幼児
の場合の 死亡率 は 大で あ る(第3表)し か









































































































管理の向上等 に より乳幼児 に対す る手術の可能
性が著 しく増大 し,こ れ に伴って死亡率 も減 少
している.
9)最後 に私の 第2例 のようなPresacral
teratomaについて文 献上興味 あ る事実 を拾 っ
て見 よう.こ れは,Cha伍n(1939)によると
ほぼ34,500の出産に1回 ずつの割合 で 現 はれ
るもので,幼 児に発見 さるれのが普 通であ り,
1930年か ら当時 まで に報告 された本腫瘍 の44例
中28例が1才 未満で,そ の約半数 が生後1ヵ 月
を経過 していない.更 に性別 では59例 中男 工3
例,女46例 で女 に多 い.Haidak及 びBates
(1955)によれ ば,1831年か ら1955年までに75
例の報 告例 があ るぱか りで比較 的稀 な ものであ
る.又Palumboeta1.(1951)によれば,本
腫瘍はCystiCteratOmaの形 になるのが通例
で,文 献上殆 んどの場 合類 皮嚢胞 として報告 さ
れてい る.そ してMarcuse(1959)も述べて
い る様 に,幼 児では悪性化す ることが少な くな
い 例 えばCha伍n(1939)は彼 の集めた45例
中9%に 悪性化を見ている.
結 語
1)25才の女子及 び1才2月 の男児 に見 られ
た後腹膜奇形腫の2例 を報告 した.
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第11図第2例 のバ リウム注腸 レ線像 第12図 第2例 のMarsupialization術後 の 状態
